	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


　       


　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　１２月　２６日　(金)　　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。
＜連絡事項＞

・書き初め大会が１/５（月）にあります。当日出勤ではないスタッフは、５日の朝までに書くようにして下さい。書く字は「生」です。

・明日12/27（土）もちつき大会があります。

南ABユニット患者様

時間：9：30～11：30　　場所：集会室にて　　誘導：上野、三和、田ノ上

　　Aユニット患者様誘導時間―9：45　　Bユニット患者様誘導時間―10：40

南CDユニット患者様

　　時間：14：00～15：00　　場所：南病棟Ｄホール

（実施内容）

　南ABユニット

○来年の年男・年女の患者様

松田信夫様、田村耕一様、荒屋敷チエ様の３名

○その他もちつき・のしを希望されている患者様

飛鳥公平様、田村耕一様、鈴木正長様、西沢正様

　○試食する物

　　もち（ごま、あんこ、きなこ、くるみの４種類から２種類）

お茶

※きざみ食の患者様は、餅を細かく切って提供する。　

※DMの患者様は食事でカロリー調整します。

南CDユニット

　○来年の年男・年女の患者様

　　丸屋庄司様、三浦ツマ様、瀬川はな様

　○試食する物

　　かぼちゃの小倉煮（蒸したかぼちゃの上におしるこをかけたもの）

　　水とお茶（トロミ付きも含む）

※DMの患者様は食事でカロリー調整します。

＜患者様連絡事項＞

・谷内　愛子様～全身振戦・希死的発言・歩行困難さの訴えあり、27日の朝からシンメトリル（50）２Ｔ　２×朝食・昼食後／４Ｔ　が臨時処方となっています。精神状態・歩行状態の観察をこまめに行って生きましょう。

・荒屋敷　チエ様～本日レーザー抜糸行ってきています。フルメトロン、ブロナックがそれぞれ各１本処方されています。点眼回数が4回→3回へ変更となっています。（8時、12時、16時）

ガチフロはなくなり次第終了です。

ブロナックに関しては、なくなり次第当院処方（ニフラン）に切り替わります。

· 上村　昭悟郎様～本日御家族よりDM用のジャムを２ヶ預かり、栄養へ渡しています。

＜クリスマス会の振り返り＞

全体

（良かった点）

· 午前の演芸会では割とスムーズに進み、内容的にも良かった。時間の超過などもなく予定時間内に終了する事ができた。

・患者様参加型の演芸で良かった。

（悪かった点）

・退場時に、各病棟ごとに退場したが、歩行不安定な患者様もおり、各病棟の患者様が入り乱れ混雑した為、歩行不安定な患者様の配慮もした退場順にすれば良かった。

病棟イベント

（良かった点）

・事故などなく企画書通りスムーズに行えた。

· 患者様の表情もいつもよりよく、患者様に楽しんで頂けたと思う。

（悪かった点）

・入浴と重なっていた為、参加途中の患者様に入浴していただくこととなった。病棟日課もクリスマス会にあわせて調整も必要ではないだろうか。

【口腔ケア勉強会】

誤嚥性肺炎の予防（寒天による口腔内の自浄作用）

●物を食べることによって、歯と食べ物がこすれ、汚れを落とします。しかし、脳血管障害の患者様は、口の中の麻痺や感覚異常・運動機能の低下により、食べ物が上手く処理出来なくなり、口の中が汚れていても分からなかったり、手が思うように動かなくて歯磨きが出来なくなる事もあります。又、年をとるにつれて、唾液の分泌低下、筋力低下、味覚・口腔感覚の低下など、様々な不都合が起こってきます。

●嚥下機能の低下や麻痺によって口腔咽頭部の細菌や食べ物の残りカスを、気管内に誤嚥してしまうと、誤嚥性肺炎を引き起こしてしまいます。

　寒天には食物を集め、固めるという作用があります。また、寒天は嚥下機能が低下している方でもスムーズに飲み込むことができます。誤嚥性肺炎の予防の為にも、食後の寒天摂取を促していき、口腔内の保清の保持に努めていきましょう。







